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玉島サイエンス探究 I 化学探究 考き不□( )年 ( )月 (‐   )日 実施

R及光分析 第 1回「身近な光と色」

サイエンスミツシヨン

[1]CD(ばけ班 )・ DVD(がく班)簡易分光器で身近な光を観察し′光の特徴を読み解こう。

露2藝 透過慶造睡尭慶造:鉛圏篠密_Ⅲ奪え嬢から,豫逃沈慶謡鈴濃け建療理毯講殊解こう。

lB簡易分光器の製作 〔担当 cD(ばけ班)・ DⅥD(がく班)〕 ←○で回みましよう。

l cm

CDまたは

5 cm

2 cm

2 cm 2 cm

図 1 図 2 図 3

④

1 5mm残す
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屎作 I

① 紙コップの底の中心を通るように直線を引き′紙童ップの回の部分まで延長す否(図 1波線 !図 2波線 )。

② 線が紙コツプの口に接したところから′上に 5 cmのところに点を付け′⑥とする(図 1)。 もう一方の接

した点から左右に2cmのところに点を付け′○と⑥とする(図 2)。

③ ◎と⑥を付けた側に′口から 2 cmのところに lcm四方の窓をカッターナイフで開ける(図 2)。

④ 紙コップの底の中央に′引いた直線に直角に交わるように約 l chの切り込みを入れ′カッターナイフの

刃の厚さ程度の隙間をつくる(図 1:上部 )。                    フ

⑤ ③で引いた⑥と○ 。③を結ぶ直線を引き′カツターナイフの刃を長く出して′④から①⑥に向かつて切り

込みを入れる。国の部分を 5mれ 残しておく(図 3)。

⑥ 切り込みにCD(ばけ班)・ DVD(がく班)を ,光沢が見える面を上に向けてはさむ(図 3)。

② 太陽光が当たつている白い壁の方向に紙コップの底を向けて窓(図 2)から観察する。窓から観察できた色

こ色鉛筆で記録する」

〔注意〕直接太陽光を入れないように観察する。

③ 紙コップの底を LED灯の光の方向に向けて′窓(図 2)から観察する。窓から観察でき
鉛筆で記録する。

⑨ CD(ばけ班)・ DVD(がく班)
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結果 I

考察 I

読解 I

簡易分光器で観察できた色を記録しよう。

光 CD簡易分光器 (ばけ班) DVD簡易分光器(がく班)

太陽光

LEDオ
『

CD・ DVD簡易分光器で観察できた光の特徴につぃて′共通点と相違点を読み解き′まとめよう。

共通点 相違点

(1)なぜ
〃
紫外
〃
′
〃
赤タト
″
と呼ぶだろうか。下図から読み解こう。

200■m 400 nm 800 11ln

(2)なぜ人間は色を見ることができるのだろうか。

下図のセリフに合うように点線矢印に色を姿り,空欄に当てはまる語句を考えよう。
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幸 い
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反射光

物質は指定の波長の光を (1 )し′目に見える色はその (2 )された光の色(補色)である。

●

紫外 可視
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赤いリンゴ !

入射光



サイエンスミツシヨン

[1l CD(tボけ班)・ DVD(がく班)F醸竜易分光器で身近な光を篠見察 t′′光の特徴を諦み解こう。

[2]透過度と吸光度との関係を考えながら′分光光度計の測定原理を読み解こう。

2.誘渦度と吸光度

きれいな水槽と濁つた水槽を窓際に置いたとき′光はどの程度水槽越しに届ぐだろうか。水槽の水の濁

り加減から′入射光の矢印の大きさと比べて透過光の矢印の大きさはどのように変わるか書き表そう。
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入射光 透過光
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・濁つた水槽
入射光 透過光

課題 I

読解Ⅱ

考察Ⅱ

幸

透過度 吸光度

「透過度」および「吸光度」とはイ可の割合を表す言葉だろうか。課題 I と漢字から考えて表現しよう。

透過度と吸光度にはどのような関係があるだろうか。 えて説明しよう。

点線枠内の式は1より大きい?小さい? |
3.分光光度計の測定原理

→

吟

破光度 Abs=IPg19:透過度 T=

分光光度計の測定原理について′気づいたこと・分かつたことを書き残そう。
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透過光の強度

入射光の強度

分光光度計
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1年 R組 ( )番 氏名 ( )〔 ばけ ・ がく 〕班



玉島サイエンス探究 I 化学探究 令和 ( )年 ( )月 ( )日実施

吸光分析 第 2回「吸光光度法～吸収スペク トルの測定～」

サイエンスミツシヨン

[1]吸光光度法で用いる試料溶液の調製法を体得しよう。

と21分光光度議で吸光度を測定 t′″調嚢した試料溶液の濃餓 二a及光度との関係を読み解こう。

構造式 用途

・酸化防止剤 (抗酉れ支化剤 )

・品種改良剤

・栄養強化済」

。発色助剤 (食肉)

1.溶液の調製

～ビタミン C(トーアスコルビン酸)～

調査 I 溶液の調製で用いる主な実験器具の名称を調べてまとめよう。

囲 指定された濃度の亡タミン C溶液 100 mLを調製するのに必要なビタミン Cはイ可mgか求めましよう。

[A班]50 mg/Lビタミン C'容
'夜

  [B班 ]100 mg/Lビタミン C'容液

[C班]150 mg/Lビタミン C'容液   [D班 ]200 ig/Lビタミン C'容液

[ 班 ]

)mg/L ビタミンC'容 ,夜 100 mLを調製するのに必要なビタミンCは (4 )mg_である。

操作Ⅱ

① ビタミン C(4 )mgをはかり取り′ビーカーに入れる。洗瓶から直接蒸留水を少量加え′ガラ

ス棒でかき混ぜながら溶かす。

② ①を 100 mLメ スフラスコに移す。  .

③ ビーカーとガラス棒を泰留水で洗い′洗液はビーカーで受ける。洗液をメスフラスコに移

す。この操作を数回線り返す。

④ 蒸留水をメスフラスコの標線の下まで入れ,2 mL駒込ピペットで蒸留水を滴下し′標線に

合わせる(図 1)。  .

⑤ メスフラスコに栓をして逆さにし′よく振り混ぜて
'容

,夜の濃度を均―にする。

「漆

実験器具

名称

図 1



サイエンスミツシヨン

憲1吾 騒及光光度法で用いる試料溶液の調裂法を体得しよう。

[2]分光光度計で吸収スペク トルを測定し,調製した試料溶液の濃度と吸光度との関係を読み解とう。

リン酸イオン

P043-

2.吸収スペクトルの測定～モリプデンプルー法～

準備 I

モリブデンブルT生成

与
　
，

舎

[器具]□上ヒ色定量用セ)レ ロ100 mL三角フラスコ ロ湯浴 □氷浴 □分光光度計 □50 mLビーカー

□10 mLホールピペット ロ安全ピペッター □5 mL駒込ピペット 画保護めがね

[薬品]ロ ビタミン C'容液 (50m8/L′ 100 mg/L′ 150 mg/L′ 200 mg/L)

□発色試薬(40/0モリブデン酸アンモ三ウム溶液 :0,20/0リ ン酸二水素カリウム溶液 :2.5 mo1/L硫酸 =3:115混合溶液)

① 50五Lビiカーに少量入れた蒸留水をホージレピペットで lo mLはかり取りす100 mL三角フラスコに入れ

るとその後,発色試薬を 10 mLホールピペットで加える。

② 調製したビタミンC水溶液をそれぞれホールピペットで lo mlずつはかり取り′100 mL三 角フラスコに

入れる。

③ 発色試案を 10 mLホールピペットではかり取リァ②に入れる。       _

④ ①と③を湯浴(50～60℃ )で lo分間加熱する。その後′氷浴で急冷する。

⑤ 急冷した①と③を5 hL駒込ピベットで比色定量用セプ暉こ入れた後′分光光度計のブランク値用ホ)騨―

に入れる。その後′①を入れた比色定量用セルを分光光度計のブランク値用ホ〉騨
二に′②を入れた比色

定量用セルを倉氷光度計の測定用ホルダーに入れ′吸収スペクトル (700～900 nm)を測定する。

※各班代表者 1名は得られたデータをChЮmebookで撮影すること。

モリブデン酸イオン

MO042-

ビタミン C

(L‐アス勾ルビン酸)

⑥ ビタミンC水溶液の吸収スペクトルのデータをスプレッドシートに入力する。



結果Ⅱ 作成したグラフを貼り付けよう。

読解Ⅲ 貼り付けたグラフから′ビタミンC溶液の濃度ど吸光度にはどのような関係があるだろうか

読み角早こう。

自己評価 I

・ホニ)レピペットとメスフラスコの扱い方を体得できましたか ?

〔 よくできた 5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 ほとんどできなかつた 〕
。水溶液の濃度と吸光度との関係を読み解くことができましたか ?

〔 よくできた 5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 ほとんどできなかつた 〕

まとめⅡ 今回の実習で気づいたこと 。分かつたことを書き残そう。

1年 R組 ( )番 氏名 ( )〔  A B o C・ D〕 班



玉島サイエンス探究 I 化学探究 令和 ( )年 ( )月 ( )日実施

吸光分析 第 3・ 4回「吸光光度法～検量線の作成～」

サイエンスミツシヨン

[1]検量線を作成し,水溶液の濃度と吸光度との関係を事細かに読み解こう。

こ盈こ欽料泰中の選タミンCを
~嵐
曇する爽擦講画を作成〔ゴュ倉穴料水中の越タミンCの濃度を暴こつ。

1日 検量線の作成

検量線を作成する際′どの波長で測定する必要があるか。「分光光度計基礎講座 第ら回 比色分析

(吸光光度法)について (4)」 (株式会社 日立八イテクサイエンス HP)から読み取ろう。
調査Ⅱ

四  検
量線を作成す,際′

どの波長で吸光度を測定すればよい
か。第 2回

匿≡コ
で貼り付けたグラフから

読み解き′その数値を記入しよう。 (5 )nm

囲
① ビタミン C(4 )mgをはかり取り′ビーカーに入れる。洗瓶から直接蒸留水を少量加えァヽガラ

ス棒でかき混ぜながら溶かす。

② ①を 100 mLメスフラスコに移す。                 ・

③ ビーカー生ガラス棒を蒸留水で洗い′洗液はビーカーで受ける。洗液をメスフラスコに移

す。この操作を数回線り返す。

④ 蒸留水をメスクラス蜘の標線の下まで入れ,2 mL駒込ピペットで蒸留水を商下し,標線に

合わせる(図 1)。

⑤ メスフラスコに栓をして逆さにし′よく振り混ぜて
'容

液の濃度を均―にする。

図 1

操作V

① 50 mLビーカニに少量入れた蒸留水をホールピペットで lo mLはかり取り,100 mL三角フラスコに入れ

る。その後′発色講薬を 10 mLホールピペット下加える。

② 調製したビタミンC水溶液をホ■ルピペットで lo甲Lはかり取り,100 mL三角フラスコに入れる。

③ 発色試薬を 10 mLホールピペットではかり取り,②に入れる。                 |

④ ①と③を湯浴 (50～60℃ )で 10分間加熱する。その後′氷浴で急冷する。

⑤ 急冷した①と③を5 mL駒込ピペットで比色定量用セル(三入れた後′分光光度計のブフンク値用ホルダー
に入れる。その後′①を入れた比色定量用セルを分光光度計のブランク値用木ルダーに′②を入れた比●

定量用セルを分光光度計の測定用ホルダーに入れ′(5      )nmに おける吸光度を測定する。

※各班代表者1名は得られたデータ Chromebookで撮影すること。

③ スプレッドシートで検量線を作成する!



結果Ⅲ 作成したグラフを貼り付けよう。

囲  囲
で貼り付けたグラフから,ビタミンC溶)夜の濃度と吸光度にはどのような関係があるだろう

か。第 2回読解Ⅲで記入した内容より具体的に表現しよう。

自己評価エ

・ホニルピペットとメスフラスコの扱い方を体得できましたか ?

〔 よくできた 5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 ほとんどできなかつた 〕

・水溶液の濃度と吸光度との関係を読み解くことができましたか ?   
´

〔 よくできた′5 市 4 ,3 ・ 2 ・ 1 ほとんどできなかつた 〕



サイエンスミッシヨン

ほと]検量線を作成し,水溶液の濃度と酵展光度とのF糞ヨ係を事細かに読み解通う。

[2]飲料水中のビタミンCを定量する実験計画を作成し′飲料水中のビタミンCの濃度を暴こう。

実習 I 、第 1～ 3回までの講座を振り返りながら′下記の器具・薬品を用いて清涼飲料水中のビタミンCを定量

しよう。

※測定した吸光度の値が 0,05以上 1.5以下の範囲に収まるようにすること。

[器具]□比色定量用セル ロ100騨L三角フラスコ ロ湯浴 □氷浴 □分光光度計 □50 mLビーカー

□10 mLホールビペット
1□
安全ピペッター □5 hL駒込ピペット ロ保護めがね

□分光光度計

[薬品]□蒸留水 □清涼欲料水 (A or B)

□発色試薬(40/oモリブデン酸アンモ三ウム溶液 :0,20/oリン酸三水素カリウム溶液 :2.5 mo比 硫酸圭3:1:5混合
'容

液)

囲
① 50mLビーカーに少量入れた蒸留水をホールピペットで 10 mLはかり取り,100 mL三角フラスコに入れ

る。その後′発●試薬を 10 mLホールピペットで加える。

② 選択した清涼飲料水をホールピペットで 10 mLはかり騨り,100 mL手角フラスコに入れる」

③ 発色試薬を 10 mLホ■ルピペウトではかり取り′②に入れる。

④ ①と③を湯浴(30～60℃ )で 10分間加熱する。その後′氷浴で急冷する。

③ 急冷した①と③を5mL駒込ピペットで上L●定量用セルに入れた後,分光光度計のブランク値用ホルダー

に入れる。その後′①を入れた比色定量用セルを分光光度計のブランク値用ホルダーにァ②を入れた比色

定量用セルを分光光度計の測定用ホルダーに入れ′(5      )れ における吸光度を測定する。

③ 1回目に記録し,検量線 貼り付けたグラフ)から濃度を求める。

囲

Ⅱ

飲料水

(アルフアペツト)

1回目 2回目

実測値(吸光度) 検量線より葺出した濃度 実測値 (吸光度) 検量線より欝出した濃度

mg/L mg/L



(1)1回目について′ りに測定したとき′吸光度(実測値)の範囲が 0.05以上 115以下に収まりまし

たか?  〔  収まつた  。 収まらなかつた  〕

(2)1回目の操作Ⅲで′さらにどのような操作を追加すれば′口及光度(実測値)の範囲が 0.05以上 1.5以下にJx

まるだろうか ?予想して記入しよう(調査 `ペアとの議論OK!)。

実習エ

レポート

考察Ⅲ(2)で予想し に追加してァ再度吸光度を測定しよう。

※測定後′吸光度 (実測値 )

求めること。     :

2回目に記入し′検量線 貼り付けたグラフ)から濃度を

玉島サイエンス探究 I「吸光分析」を通して学んだととや′
〃
実験
″
or〃研究
″について気づいたこと

をまとめよう。

B o C・ D〕 班1年 R組 ( )番 氏名 ( )〔  A


